
北播磨地域　景観資源データベース　【西脇市】

① ② ③ ④

景観
シート
※2

景観資源の内容景観資源の名称
ふるさと兵庫を構成
する主要な景観※1 百選等の実績所在地

ガーデンボランティアし
ばざくらフルール

　西脇市花である「しばざくら」を国道沿いの交差点や観光施設など人の流れの多い市内の要所に植栽し
て花や緑豊かなまちづくりを目指して活動しているボランティアグループ。しばざくらは、花が織物を敷き詰
めたじゅうたんのように見えることから、播州織の産地である西脇市にふさわしい花として市の花になって
いる。団体は、しばざくらの挿し芽講座を行ったり、自主生育した苗の無償提供を行ったりと、地域に親しま
れた花をツールに、幅広く美しいまちづくりを推進している。
　国道175号沿いの上戸田地先の歩道・植栽帯や西脇病院、日本へそ公園などで花の景観づくりを展開し
ている。第15回「人間サイズのまちづくり賞」まちづくり活動部門　知事賞に受賞（兵庫県）した花のまちづく
りの活動である。
（出典：兵庫県HP、西脇市HP）

● ●

西脇市

●

コスモス畑

　秋になると休耕田などを中心に、市内の様々な場所にコスモス畑が広がり、行きかう人々の心を癒してく
れる。
（出典：西脇市HP）

●

西脇市

市道西林寺線

　市道西林寺線は、西脇市の山裾に立地する西林寺から、西脇市内でも屈指の田園の広がりを持つ津万
平野を東西に貫く一直線の道路で、田植えから刈取りまで移りゆく風景が魅力ののどかな田園地帯を貫い
ている。道路からは、田園の広がりの先に山並みを背景とした集落景観や織物の町ならではの織布工場
のノコギリ屋根もかつてはみることができた。地域の景観が眺望できる軸線となっている。
（出典：ひょうごランドスケープ100景（兵庫県）、西脇市ＨＰ）

● ●

西脇市 ひょうごランドス
ケープ100景
（兵庫県）

●

播州織

　「播州織（ばんしゅうおり）」は西脇市を代表する地場産業であり、200年以上の歴史と伝統を誇る。江戸
時代中期の寛政4年（1792）に比延庄村の宮大工飛田安兵衛（ひだやすべえ）が京都西陣から織物の技術
を持ち帰ったのが起源と伝えられている。その後、農家の副業として、西脇市を中心に北播磨地域で生産
されたため、当初は「播州縞（ばんしゅうしま）」と呼ばれていたが、明治時代後期に「播州織」と称されるよ
うになった。
　播州織の生産量は、昭和62年（1987）の約3億8,800万㎡をピークに減少傾向にあり、平成24年（2012）の
生産量は約4,410万㎡と、ピーク時の約11％まで減少している。また、昭和62年当時、約60％超を占めてい
た輸出品の割合は、平成24年には約13％まで減っている。
　現在は、「のこぎり屋根」の工場を改装したギャラリー&ショップである播州織工房館で播州織の新しい魅
力を発信している。
（出典：西脇市HP、ハートにぐっと北播磨HP）

● ●

西脇市

白山

　加古川の支流、山田川と門柳川に挟まれた三角地帯の中央に位置し、南山麓には門柳の集落が広が
る。
標高 510mの白山山頂に至るには、「黒田コース」「門柳コース」「喜多・秋谷コース」「前坂コース」などがあ
る。中でも、黒田庄町野外活動協会が整備している「前坂コース」は、緩やかな道が続いており初心者向き
になっている。大歳神社（黒田庄町前坂）の鳥居をくぐって階段を登ると、境内の右手には登山口を示す看
板が立っている。山頂まではおよそ 3.5kmで、ゆっくり歩くと2時間程度。天候がよければ、明石海峡大橋や
瀬戸内海を眺めることができる。
（出典：ふるさと兵庫50+8山（神戸新聞総合出版センター発行）、西脇市ＨＰ）

●

西脇市黒田庄
町黒田

ふるさと兵庫５０
＋８山（神戸新
聞）

●

※1：①豊かな自然景観　　②自然・緑あふれる農山村景観　　③表情豊かな市街地景観と受け継がれる歴史的景観　　④地域固有の文化的景観
※2：●印は景観シート有り。○印は関連する景観シートへの掲載を意味する。
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績
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荘
厳
寺

　
荘
厳
寺
は
、
白
雉
元
年
（
6
5
0
）
ご
ろ
に
法
道
仙
人
が
開
基
し
た
と
さ
れ
る
寺
で
、
本
堂
で
は
十
一
面
観
音
菩
薩
な
ど
が
拝

観
で
き
る
。

　
こ
の
寺
は
、
か
つ
て
修
験
道
の
寺
と
し
て
繁
栄
し
て
い
た
。
本
堂
の
あ
る
境
内
に
は
桧
皮
葺
の
屋
根
に
円
筒
形
の
二
層

目
が
特
徴
的
な
二
重
塔
（
多
宝
塔
）
が
あ
り
、
そ
の
心
柱
に
は
正
徳
5
年
（
1
7
1
5
）
の
墨
書
を
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
多
宝

塔
は
県
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
秋
に
は
寺
周
辺
は
美
し
い
紅
葉
に
包
ま
れ
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
、
西
脇
市
観
光
協
会
H
P
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
H
P
）

●
●

西
脇
市
黒
田
庄

町
黒
田
1
5
8
9

●

畑
瀬
山

　
「
畑
瀬
山
」
は
、
加
古
川
に
架
か
る
畑
瀬
橋
の
右
岸
側
の
西
脇
市
境
近
く
に
あ
る
小
山
で
、
山
裾
に
国
道
1
7
5
号
が
北
上

し
て
い
る
。
こ
の
山
に
は
小
さ
な
登
山
道
が
あ
り
、
1
0
分
ほ
ど
登
っ
た
山
腹
か
ら
は
加
古
川
を
中
心
と
し
た
黒
田
庄
町
南
部

の
町
並
み
や
田
園
風
景
、
丹
波
市
と
の
境
に
そ
び
え
る
白
山
（
高
さ
5
1
0
ｍ
）
や
妙
見
山
（
同
6
2
1
ｍ
）
の
山
並
み
が
広
が
り
、

歳
月
を
重
ね
た
ふ
る
さ
と
の
自
然
の
息
づ
か
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
畑
瀬
山
の
周
辺
は
「
播
磨
風
土
記
」
に
は
「
黒
田
里
」
と
記
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
以
降
「
黒
田
庄
」
と
呼
ば
れ
た
庄
園
名
が
そ

の
ま
ま
町
名
に
な
っ
た
歴
史
の
重
み
の
あ
る
場
所
。
こ
こ
か
ら
は
、
町
と
自
然
と
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
望
見
で
き
、
ま
た
川
と

山
の
お
り
な
す
美
し
い
風
景
を
眺
望
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
）

●

西
脇
市
黒
田
庄

町
津
万
井

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

の
こ
ぎ
り
屋
根

　
の
こ
ぎ
り
屋
根
は
、
工
場
の
採
光
を
確
保
す
る
た
め
に
工
夫
さ
れ
た
特
徴
的
な
屋
根
形
状
を
指
す
。
工
場
は
生
産
ラ
イ
ン

を
覆
う
上
屋
と
し
て
広
大
な
面
積
が
要
求
さ
れ
た
。
壁
面
か
ら
の
採
光
の
み
で
は
追
い
つ
か
ず
、
屋
根
か
ら
光
を
採
り
入
れ

よ
う
と
し
て
、
必
然
的
に
の
こ
ぎ
り
屋
根
が
誕
生
し
た
。
直
射
日
光
を
避
け
、
安
定
し
た
照
度
を
確
保
す
る
た
め
、
採
光
窓
は

一
様
に
北
を
向
い
て
い
る
。
地
場
産
業
が
生
み
出
し
た
独
特
の
町
並
み
を
形
成
し
て
い
る
。

（
出
典
：
兵
庫
ふ
る
さ
と
ス
ケ
ッ
チ
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
）
）

●

西
脇
市
黒
田
庄

町
喜
多

緑
と
水
の
郷
「
秋
谷
」

　
緑
と
水
の
郷
「
秋
谷
」
は
、
手
軽
に
散
策
が
楽
し
め
る
森
林
と
水
辺
の
あ
る
自
然
空
間
と
し
て
、
平
成
1
2
年
（
2
0
0
0
）
に
整

備
さ
れ
た
。
自
然
豊
か
な
秋
谷
に
2
.7
km
の
遊
歩
道
や
藤
棚
な
ど
も
あ
り
、
隣
接
す
る
東
は
り
ま
フ
ォ
ル
ク
ス
ガ
ー
デ
ン
黒
田

庄
と
と
も
に
、
季
節
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
貴
重
な
植
物
が
観
察
で
き
る
。
遊
歩
道
か
ら
は
水
を
湛
え
た
秋
谷
池
と
庵
谷
池

が
美
し
く
、
展
望
台
は
西
脇
市
の
ま
ち
が
見
渡
せ
る
眺
望
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
、
西
脇
市
観
光
協
会
H
P
、
北
は
り
ま
ハ
イ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

西
脇
市
黒
田
庄

町
喜
多
1
5
1
8
-
1

●

西
脇
市
日
本
の
へ
そ
日

時
計
の
丘
公
園
フ
ォ
ル
ク

ス
ガ
ー
デ
ン

　
西
脇
市
日
本
の
へ
そ
日
時
計
の
丘
公
園
フ
ォ
ル
ク
ス
ガ
ー
デ
ン
は
、
様
々
な
植
物
等
で
演
出
し
た
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ス
タ
イ

ル
の
ガ
ー
デ
ン
で
あ
る
。
寄
せ
植
え
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
毎
月
開
か
れ
て
お
り
、
憩
い
の
場
、
学
習
の
場
、
そ
し

て
庭
づ
く
り
の
参
考
な
ど
に
利
用
で
き
る
。
園
内
に
は
美
し
い
葉
色
の
樹
木
を
組
み
合
わ
せ
た
カ
ラ
ー
リ
ー
フ
ガ
ー
デ
ン
、
小

道
沿
い
に
ハ
ー
ブ
な
ど
を
植
え
込
ん
だ
香
り
の
ガ
ー
デ
ン
、
水
生
植
物
や
浮
葉
植
物
が
楽
し
め
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
、

自
生
植
物
を
保
存
す
る
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ガ
ー
デ
ン
な
ど
が
あ
り
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
美
し
い
景
観
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
、
西
脇
市
観
光
協
会
H
P
、
北
は
り
ま
ハ
イ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

西
脇
市
黒
田
庄

町
喜
多
1
5
1
8
-
1

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

2
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百
選
等
の
実
績

所
在
地

喜
多
・
城
山
城
跡

　
喜
多
・
城
山
城
跡
は
、
独
立
丘
陵
状
の
地
形
を
利
用
し
た
山
城
で
、
そ
の
築
造
時
期
は
1
5
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
城
跡
は
大
小
8
つ
の
郭
か
ら
な
り
、
山
頂
部
に
主
郭
、
そ
の
周
囲
に
3
つ
の
郭
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

主
郭
は
平
面
円
形
に
近
く
、
直
径
が
約
1
6
ｍ
あ
り
、
南
側
半
分
は
岩
盤
を
削
り
、
北
側
の
約
半
分
は
埋
立
て
て
平
坦
地
を

つ
く
っ
て
い
た
。
主
な
出
土
品
に
は
、
主
郭
か
ら
の
鉄
製
の
急
須
形
容
器
や
中
国
製
天
目
椀
な
ど
が
あ
る
。
高
級
品
が
含

ま
れ
て
お
り
、
ま
た
京
都
系
の
も
の
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
都
と
の
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
様
子
が
伺
え
る
。
喜

多
・
城
山
城
跡
は
、
往
時
の
国
内
外
と
の
交
流
を
感
じ
さ
せ
る
希
少
な
景
観
資
源
で
あ
る
。

（
出
典
：
喜
多
・
城
山
城
跡
　
現
地
説
明
会
資
料
（
兵
庫
県
教
育
委
員
会
、
（
公
財
）
兵
庫
県
ま
ち
づ
く
り
技
術
セ
ン
タ
ー
）
）

●

西
脇
市
黒
田
庄

町
喜
多

●

十
三
重
の
石
塔

　
黒
田
庄
町
大
門
に
は
、
高
さ
4
.6
m
の
花
崗
岩
製
の
石
塔
「
十
三
重
の
塔
」
が
あ
る
。
正
確
な
造
立
年
は
不
明
で
あ
る
が
、

そ
の
造
り
方
の
様
式
か
ら
も
鎌
倉
時
代
後
期
に
建
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
石
塔
は
、
平
安
時
代
末
期
の
武
将
、
木
曾
義
仲
の
供
養
塔
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
私
有
地
に
囲
ま
れ
目
に
つ
き
に
く
い
場
所
に
あ
っ
た
た
め
、
地
域
住
民
の
協
力
の
も
と
、
1
0
0
ｍ
ほ
ど
北
へ

移
設
さ
れ
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
石
塔
の
中
に
は
、
塔
と
同
じ
形
を
し
た
水
晶
の
塔

が
納
め
ら
れ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、
移
設
調
査
中
に
塔
の
中
か
ら
、
高
さ
2
.5
c
m
、
重
さ
4
gの
水
晶
の
五
輪
塔
が

発
見
さ
れ
た
。

（
出
典
：
西
脇
市
H
P
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
H
P
）

●

西
脇
市
黒
田
庄

町
大
門
3
0
6

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

門
柳
川

　
山
裾
を
流
れ
る
門
柳
川
流
域
に
は
、
日
時
計
の
丘
公
園
や
「
緑
と
水
の
郷
秋
谷
」
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
清
流
は
、
集
落
に

近
い
も
の
の
、
ホ
タ
ル
が
乱
舞
す
る
。

　
６
月
に
な
る
と
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
い
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
が
鳴
き
、
地
域
の
人
々
は
い
う
ま
で
は
な
く
、
野
外
活
動
施
設
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
「
東
は
り
ま
日
時
計
の
丘
公
園
」
を
訪
れ
る
人
も
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

　
毎
年
、
こ
の
丘
公
園
の
オ
ー
プ
ン
記
念
日
頃
の
土
曜
の
夜
は
、
J
A
北
は
り
ま
特
産
開
発
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
、
門
柳
川
の

清
流
に
沿
っ
て
ホ
タ
ル
を
観
賞
し
な
が
ら
歩
く
「
ホ
タ
ル
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
る
。
地
元
の
子
供
会
で
は
、
ホ
タ
ル
の
餌
で
あ

る
カ
ワ
ニ
ナ
を
集
め
る
な
ど
、
ホ
タ
ル
の
保
護
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
門
柳
川
周
辺
は
、
こ
の
他
に
も
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
、
貴
重
な
山
野
草
な
ど
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い

る
の
で
、
防
犯
灯
設
置
の
際
も
電
線
の
地
下
埋
設
や
自
然
に
や
さ
し
い
ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
の
採
用
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
取

り
組
み
を
す
す
め
て
い
る
。
清
流
沿
い
の
道
は
、
人
里
を
離
れ
て
遊
歩
し
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
満
た
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

門
柳
川
の
沿
川
で
は
、
清
流
が
育
て
た
黒
豆
大
豆
の
枝
豆
な
ど
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
豊
か
な
ふ
る
さ
と
景
観
を
呈
し
て
い

る
。
（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
）

●

西
脇
市
黒
田
庄

町
門
柳

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

西
脇
市
日
本
の
へ
そ
日

時
計
の
丘
公
園
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場

　
西
脇
市
日
本
の
へ
そ
日
時
計
の
丘
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
地
域
固
有
の
資
源
で
あ
る
「
日
本
の
へ
そ
＝
子
午
線

＝
時
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
四
季
折
々
の
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、
野
外
活
動
等
を
通
じ
て
、
よ
り
豊
か
な
生
活
を
創
造
で
き
る

憩
い
の
場
を
提
供
す
る
た
め
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
園
内
に
は
6
0
区
画
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
、
2
棟
の
コ
テ
ー

ジ
、
ロ
ッ
ジ
、
2
0
テ
ー
ブ
ル
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
サ
イ
ト
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
緑
の
景
観
の
中
で
ゆ
っ
た
り
時
間
を
過
ご
せ
る

場
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
、
西
脇
市
観
光
協
会
H
P
）

●

西
脇
市
黒
田
庄

町
門
柳
8
7
1
-
1
4
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

3
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
西
脇
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

こ
ぶ
岩

　
こ
ぶ
岩
は
、
通
称
「
小
原
杉
山
」
の
尾
根
筋
の
頂
上
に
あ
る
、
高
さ
約
4
m
、
周
囲
約
1
0
m
の
岩
で
あ
る
。
そ
の
名
の
通
り
コ

ブ
の
よ
う
な
岩
だ
が
、
岩
の
片
面
は
何
か
で
削
ら
れ
た
よ
う
に
平
ら
に
な
っ
た
不
思
議
な
岩
で
あ
る
。
ガ
ン
や
腫
瘍
封
じ
の

た
め
に
人
々
の
難
儀
を
自
分
の
身
に
移
し
て
、
た
く
さ
ん
の
コ
ブ
が
つ
き
、
現
在
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。
江
戸
時
代
か
ら
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
き
た
自
然
の
奇
岩
が
、
特
徴
的
な
景
観
を
つ
く
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
、
西
脇
市
観
光
協
会
H
P
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

西
脇
市
黒
田
庄

町
門
柳

●

兵
主
神
社

　
8
世
紀
中
ご
ろ
に
創
建
さ
れ
た
式
内
社
で
、
地
元
で
は
「
ひ
ょ
う
す
さ
ん
」
と
よ
ば
れ
、
大
志
郷
の
氏
神
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て

い
る
。
市
内
に
数
あ
る
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
場
所
の
一
つ
で
も
あ
る
。
羽
柴
秀
吉
が
三
木
城
の
別
所
長
治
を
攻
め
た
際

に
、
戦
勝
祈
願
の
た
め
臣
下
の
黒
田
官
兵
衛
が
灯
明
田
を
献
納
し
、
拝
殿
は
そ
の
奉
納
金
に
よ
っ
て
改
築
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
棟
札
か
ら
天
正
1
9
年
（
1
5
9
1
）
の
改
築
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
拝
殿
は
茅
葺
入
母
屋
造
の
長
床
式
で
、
安
土
桃
山
時
代
の
建
築
様
式
を
と
ど
め
て
お
り
、
全
国
的
に
も
貴
重
な
も
の
で

あ
る
。
昭
和
5
2
年
（
1
9
7
7
）
3
月
に
兵
庫
県
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　
秋
祭
り
に
は
、
大
名
行
列
を
模
し
た
「
レ
ッ
ケ
イ
」
、
神
輿
、
5
台
の
布
団
屋
台
等
が
練
り
だ
す
な
ど
、
地
域
の
歴
史
文
化
景

観
を
代
表
す
る
神
社
で
あ
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
、
西
脇
市
観
光
協
会
H
P
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
H
P
）

●

西
脇
市
黒
田
庄

町
岡
3
7
2
-
2

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

観
音
堂

　
岡
の
観
音
堂
は
旧
街
道
沿
い
に
位
置
し
、
寛
政
6
年
（
1
7
9
4
）
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
傍
の
大
木
が
一
体
と
な
っ
て
田
園

風
景
の
な
か
で
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
。
岡
の
集
落
か
ら
も
望
む
こ
と
が
で
き
、
四
季
折
々
の
姿
が
地
域
の
歴
史
的
な
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
）

●

西
脇
市
黒
田
庄

町
岡

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

福
谷
公
園

　
福
谷
公
園
は
桜
の
名
所
で
あ
り
、
春
に
な
る
と
稲
荷
神
社
の
赤
い
鳥
居
の
ト
ン
ネ
ル
が
満
開
の
桜
に
包
ま
れ
る
。
ま
た
、

藤
、
紫
陽
花
、
紅
葉
等
に
よ
り
一
年
を
通
じ
て
美
し
い
景
観
を
み
せ
て
い
る
。
近
く
に
福
谷
池
が
あ
り
、
キ
ャ
ン
プ
も
楽
し
め

る
。
県
民
、
市
民
に
も
親
し
ま
れ
て
い
る
四
季
の
花
の
名
所
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
）

●

西
脇
市
黒
田
庄

町
岡

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

石
上
神
社

　
岩
上
（
い
わ
が
み
）
神
社
は
、
近
年
石
上
（
い
そ
が
み
）
神
社
と
表
記
さ
れ
、
そ
の
起
源
は
明
確
で
は
な
い
が
、
正
暦
3
年

（
9
9
2
）
と
も
永
承
5
年
（
1
0
5
0
）
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
天
文
1
1
年
（
1
5
4
2
）
に
現
在
の
地
に
移
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
現

在
の
本
殿
は
三
間
社
流
造
で
、
細
部
は
上
比
延
町
の
住
吉
神
社
本
殿
と
よ
く
似
て
い
る
。
播
州
網
之
郡
浦
村
（
現
在
の
淡

路
市
浦
）
の
大
工
、
源
時
定
に
よ
っ
て
1
7
世
紀
後
半
に
建
て
ら
れ
た
。
境
内
に
は
、
長
径
約
3
0
ｍ
、
短
径
約
2
0
ｍ
、
高
さ
5
ｍ

の
巨
岩
が
突
出
し
て
お
り
、
古
く
か
ら
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
毎
年
秋
祭
り
の
本
宮
の
夜
に
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
な
ま
ず
お
さ
え
神
事
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
石
上
神
社
の
氏

子
4
町
の
中
で
も
野
村
町
と
板
波
町
の
本
党
の
み
が
行
う
。
神
事
の
由
来
は
、
天
文
1
1
年
（
1
5
4
2
）
に
石
上
神
社
を
現
在
の

地
に
移
す
前
、
神
殿
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
白
鞘
の
宝
剣
が
盗
ま
れ
、
野
村
・
板
波
両
村
で
探
し
て
回
収
し
た
と
こ
ろ
、
刀
は

な
く
大
鯰
が
い
た
こ
と
か
ら
、
神
罰
を
お
そ
れ
、
宝
剣
を
探
す
ふ
り
を
神
事
と
し
て
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
さ
れ
る
。
地
域
の

文
化
景
観
を
今
に
継
承
し
て
い
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
の
民
俗
芸
能
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
）
、
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
、
西
脇
市
観
光
協
会
H
P
）

●

西
脇
市
板
波
町
4

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

4
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
西
脇
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

大
日
堂
の
数
珠
繰
り

　
和
田
町
の
高
台
、
田
畑
に
囲
ま
れ
た
木
立
ち
の
中
に
あ
る
大
日
堂
。
普
段
、
老
人
達
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
た
境
内
で

毎
年
1
1
月
2
3
日
午
前
中
に
熟
年
ク
ラ
ブ
、
町
内
会
の
手
で
数
珠
送
り
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
般
若
心
経
を
唱
え
な
が
ら
住

民
の
手
で
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
の
行
事
は
、
地
域
の
文
化
的
な
習
わ
し
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

●

西
脇
市
和
田
町

●

西
脇
市
立
古
窯
陶
芸
館

　
昭
和
5
7
年
（
1
9
8
2
）
5
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
古
窯
陶
芸
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部
鉄
骨
造
り
で
、
曲
面
を
多
用
し
た
ユ

ニ
ー
ク
な
建
物
で
あ
る
。
1
階
で
は
2
号
窯
跡
を
発
掘
当
時
の
ま
ま
周
囲
か
ら
見
学
で
き
る
ほ
か
、
陶
芸
コ
ー
ナ
ー
で
陶
芸
創

作
や
絵
付
け
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
2
階
に
は
緑
風
台
窯
跡
の
出
土
品
の
ほ
か
、
周
辺
の
窯
跡
の
出
土
品
を
時
代
順

に
展
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
2
階
か
ら
は
、
2
号
窯
跡
の
全
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
古
窯
陶
芸
館
に
あ
る
緑
風
台
窯
跡
は
、
1
2
世
紀
末
ご
ろ
（
平
安
時
代
末
）
に
陶
器
を
生
産
し
て
い
た
窯
で
あ
り
、
兵
庫
県

指
定
の
文
化
財
で
あ
る
。
窯
跡
は
、
焚
き
口
の
奥
に
炎
の
ま
わ
り
を
良
く
す
る
分
焔
柱
と
い
う
設
備
が
あ
る
の
が
特
徴
で
、

西
日
本
で
は
こ
の
緑
風
台
窯
跡
だ
け
に
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　
地
域
の
歴
史
的
な
資
源
を
今
に
伝
え
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
H
P
）

●

西
脇
市
野
村
町

緑
風
台
1
8
1
3
-
1
1

●

寺
内
古
墳
群

　
寺
内
古
墳
群
は
、
古
墳
時
代
終
末
期
の
2
8
基
の
古
墳
か
ら
な
る
群
集
墳
で
あ
り
、
多
く
は
横
穴
式
石
室
墳
で
あ
る
。
寺
内

7
号
墳
は
、
長
辺
1
8
ｍ
の
長
方
形
墳
丘
の
方
墳
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
最
も
大
き
い
7
号
墳
が
7
世
紀
第
2
四
半
期
頃
に

築
造
さ
れ
た
唯
一
の
方
墳
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
は
6
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
小
円
墳
が
7
世
紀
末
ま
で
造
ら
れ
、

一
つ
の
古
墳
群
を
形
成
し
て
い
る
。
古
代
の
歴
史
を
彷
彿
と
さ
せ
る
景
観
資
源
で
あ
る
。

（
出
典
：
古
墳
が
語
る
播
磨
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
　
2
0
1
3
.1
1
.3
0
）
、
広
報
に
し
わ
き
（
2
0
0
5
.1
2
月
号
）
）

●

西
脇
市
寺
内
5
1
9

●

天
神
池

　
天
神
池
は
水
辺
に
体
育
館
や
温
水
プ
ー
ル
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
池
に
飛

来
す
る
野
鳥
の
観
察
小
屋
な
ど
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
5
月
に
は
鯉
の
ぼ
り
が
池
を
渡
り
、
季
節
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
。

　
隣
接
す
る
道
の
駅
北
は
り
ま
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
西
脇
市
と
多
可
町
が
取
り
組
む
「
北
は
り
ま
田
園
空
間
博
物
館
」

の
有
形
・
無
形
の
地
域
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
播
州
織
製
品
や
、
金
ゴ
マ
、
巻
き
寿
司
、
新
鮮
野
菜
や
特
産
品
等
を

販
売
し
て
、
田
園
の
に
ぎ
わ
い
景
観
を
示
し
て
い
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
H
P
）

●

西
脇
市
寺
内

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

道
の
駅
北
は
り
ま
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
道
の
駅
北
は
り
ま
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
西
脇
市
と
多
可
町
が
取
り
組
む
「
北
は
り
ま
田
園
空
間
博
物
館
」
の
有
形
・

無
形
の
地
域
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
播
州
織
製
品
や
、
金
ゴ
マ
、
巻
き
寿
司
、
新
鮮
野
菜
や
特
産
品
等
を
販
売
し

て
、
田
園
の
に
ぎ
わ
い
景
観
を
示
し
て
い
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
H
P
）

●

西
脇
市
寺
内

5
1
7
-
1

○

消
防
会
館

　
消
防
会
館
は
、
昭
和
5
年
（
1
9
3
0
）
に
警
鐘
台
（
火
の
見
櫓
）
が
竣
工
、
昭
和
9
年
（
1
9
3
4
）
に
西
脇
消
防
詰
所
に
区
務
所
を

併
設
し
手
狭
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
1
1
年
（
1
9
3
6
）
に
新
た
に
消
防
庫
兼
区
事
務
所
と
し
て
西
脇
町
消
防
屯
所
が
建
築

さ
れ
、
現
在
に
至
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
消
防
会
館
は
、
昭
和
初
期
に
は
現
代
的
な
建
築
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え

る
。
昭
和
初
期
か
ら
、
消
防
会
館
は
今
と
同
じ
場
所
で
変
わ
ら
ず
、
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
地

域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
H
P
）

●

西
脇
市
西
脇

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

5
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
西
脇
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

旧
来
住
家
住
宅

　
大
正
7
年
（
1
9
1
8
）
、
銀
行
家
の
来
住
梅
吉
氏
が
自
邸
と
し
て
建
造
。
母
屋
の
全
体
構
造
は
中
央
に
廊
下
を
は
さ
ん
だ
南

北
2
列
の
間
取
り
で
、
南
列
が
接
客
空
間
、
北
列
が
家
族
空
間
、
東
端
が
台
所
、
風
呂
な
ど
の
空
間
と
な
っ
て
い
る
。
明
治

時
代
以
降
に
発
達
し
た
中
廊
下
式
の
平
面
形
で
あ
る
が
、
廊
下
を
畳
敷
き
と
し
た
こ
と
で
南
北
空
間
に
連
続
性
が
あ
る
造
り

と
な
っ
て
い
る
。
母
屋
座
敷
床
の
矢
筈
張
天
井
の
よ
う
に
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
も
凝
っ
た
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
当
時
の
最
高
級
の
用
材
と
高
い
技
術
を
用
い
た
旧
来
住
家
住
宅
は
、
数
あ
る
民
家
の
中
で
も
特
に
優
れ
て
お
り
、
現
在

で
は
用
材
の
入
手
は
も
ち
ろ
ん
、
技
術
的
に
も
再
現
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
贅
を
尽
く
し
た
豪
邸
に
は
、
朝
香
宮

殿
下
や
犬
養
毅
な
ど
も
滞
在
し
た
。

　
県
の
景
観
形
成
重
要
建
造
物
に
指
定
（
平
成
1
7
年
度
）
さ
れ
て
お
り
、
周
辺
の
町
並
み
景
観
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
目
を
引

く
。
（
出
典
：
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
、
西
脇
市
観
光
協
会
H
P
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
H
P
）

●

西
脇
市
西
脇

3
9
4
-
1

●

蓬
莱
橋

　
郷
土
資
料
館
所
蔵
「
永
代
橋
寄
附
帳
」
に
は
、
天
保
9
年
（
1
8
3
8
）
に
永
代
橋
の
架
橋
が
議
決
さ
れ
た
と
あ
る
。
架
橋
に
際

し
て
は
「
播
丹
往
来
之
道
筋
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
近
隣
の
村
々
の
み
な
ら
ず
、
京
都
や
徳
島
、
三
重
な
ど
か
ら
も
寄
附
が

集
め
ら
れ
た
。
永
代
橋
は
幅
が
2
尺
4
寸
（
7
2
c
m
）
、
厚
さ
が
3
寸
5
分
（
1
3
c
m
）
あ
り
、
当
時
と
し
て
は
立
派
な
も
の
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
も
洪
水
の
た
び
に
流
さ
れ
再
建
さ
れ
た
よ
う
だ
。

　
明
治
1
5
年
（
1
8
8
2
）
1
2
月
に
は
幅
9
尺
（
2
m
7
0
c
m
）
の
欄
干
付
き
の
橋
と
な
り
、
初
め
て
「
蓬
莱
橋
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
後
、
昭
和
4
年
（
1
9
2
9
）
3
月
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
橋
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
現
在
で
は
市
内
最
古
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
橋
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
H
P
）

●

西
脇
市
西
脇

●

西
脇
市
郷
土
資
料
館

　
「
郷
土
の
織
物
と
く
ら
し
の
資
料
館
」
を
テ
ー
マ
に
昭
和
5
9
年
に
オ
ー
プ
ン
。
郷
土
史
料
の
収
集
保
管
、
郷
土
史
や
文
化
財

に
関
す
る
調
査
・
研
究
・
展
示
を
行
っ
て
い
る
。

　
館
内
に
は
「
播
州
織
の
歩
み
」
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
。
昔
の
織
機
や
製
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
播
州
織
の
歴
史
と
伝

統
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
H
P
）

西
脇
市
西
脇

西
脇
小
学
校

　
明
治
６
年
（
1
8
7
3
）
に
開
校
、
平
成
元
年
（
1
9
8
9
）
に
大
改
修
さ
れ
た
が
、
木
造
校
舎
の
良
さ
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
。
腰

折
れ
屋
根
を
正
面
に
象
徴
的
に
配
し
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
母
校
の
原
風
景
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
「
火
垂
る
の
墓
」
の
映
画
ロ

ケ
に
も
利
用
さ
れ
た
。
木
造
校
舎
は
昭
和
1
2
年
（
1
9
3
7
）
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
、
設
計
者
は
内
藤
克
雄
。

県
の
景
観
形
成
重
要
建
造
物
に
指
定
（
平
成
1
9
年
度
）
さ
れ
て
お
り
、
懐
か
し
い
風
景
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

（
出
典
：
兵
庫
ふ
る
さ
と
ス
ケ
ッ
チ
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
）
兵
庫
県
H
P
、
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
）

●

西
脇
市
西
脇

6
5
6
-
1

●

西
脇
情
報
未
来
館
2
1

　
西
脇
情
報
未
来
館
2
1
は
、
旧
来
住
家
住
宅
の
敷
地
内
に
あ
り
、
昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ
た
洋
館
を
改
装
し
た
建
物
で
あ

る
。
先
染
織
物
「
播
州
織
」
は
、
2
0
0
有
余
年
の
伝
統
を
誇
る
基
幹
産
業
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
西
脇
市
の
地
場
産
業
で
あ
る

播
州
織
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。

　
店
内
は
木
を
基
調
と
し
た
床
や
棚
で
、
暖
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
る
。
中
で
は
彩
り
豊
か
な
播
州
織
仕
立
て
の
カ
ッ

タ
ー
シ
ャ
ツ
や
ハ
ン
カ
チ
、
扇
子
な
ど
が
陳
列
棚
を
賑
わ
せ
て
い
る
。
オ
ー
ダ
ー
シ
ャ
ツ
（
パ
タ
ー
ン
オ
ー
ダ
ー
）
の
提
供
も
可

能
で
、
播
州
織
の
風
合
い
の
良
さ
を
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
。
洋
館
が
醸
し
出
す
景
観
が
か
つ
て
の
播
州
織
の
賑
わ
い
を

感
じ
さ
せ
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
、
西
脇
市
観
光
協
会
H
P
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
H
P
）

●

西
脇
市
西
脇

3
9
4
-
2

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

6
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
西
脇
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

童
子
山
公
園

　
童
子
山
公
園
は
、
西
脇
市
の
市
街
地
の
中
央
に
位
置
す
る
公
園
で
あ
る
。
公
園
内
に
は
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
・
郷
土
資

料
館
・
図
書
館
・
資
料
館
な
ど
の
文
化
活
動
の
拠
点
施
設
が
立
地
し
て
い
る
。
お
ま
つ
り
広
場
で
は
、
毎
年
8
月
に
市
民
挙

げ
て
の
お
ま
つ
り
「
へ
そ
の
西
脇
・
織
物
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
春
に
は
桜
が
満
開
に
な
り
、
初
夏
に
は
し
ょ
う
ぶ
が

花
盛
り
を
迎
え
、
四
季
折
々
の
花
々
が
楽
し
め
る
憩
い
の
場
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
展
望
台
か
ら
は
杉

原
川
沿
い
に
広
が
る
市
街
地
が
一
望
で
き
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
、
西
脇
市
観
光
協
会
H
P
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●
●

西
脇
市
西
脇
7
9
0

●

播
州
織
工
房
館

　
播
州
織
工
房
館
は
、
「
の
こ
ぎ
り
屋
根
」
が
特
徴
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆
シ
ョ
ッ
プ
で
、
木
造
の
織
物
工
場
を
改
装
・
再
生
し
、
平

成
1
9
年
（
2
0
0
7
）
に
オ
ー
プ
ン
し
た
施
設
で
、
ま
ち
の
交
流
拠
点
と
し
て
播
州
織
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

館
内
で
は
、
播
州
織
で
作
ら
れ
た
小
物
な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
他
、
播
州
織
の
定
番
と
も
い
え
る
シ
ャ
ツ
、
神
戸
芸
術

工
科
大
学
と
地
元
業
者
と
の
産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
開
発
さ
れ
た
製
品
な
ど
、
多
数
の
播
州
織
製
品
が
展
示
さ
れ
て
い

る
。
か
つ
て
の
産
業
景
観
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
、
西
脇
市
観
光
協
会
H
P
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
H
P
）

●

西
脇
市
西
脇

4
5
2
-
1

●

皿
池
・
あ
た
ご
池

　
皿
池
・
あ
た
ご
池
の
堤
か
ら
園
内
の
桜
2
,0
0
0
本
の
開
花
が
一
望
で
き
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
）

●
西
脇
市
坂
本

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

○

西
脇
公
園

　
北
播
磨
の
桜
の
名
所
で
あ
り
、
皿
池
・
あ
た
ご
池
の
堤
か
ら
園
内
の
桜
2
,0
0
0
本
の
開
花
が
一
望
で
き
る
。
市
民
球
場
や

屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
も
併
設
さ
れ
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

公
園
の
西
側
に
は
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。
林
道
沿
い
に
は
山
桜
が
植
栽
さ
れ
、
西
脇
公
園
の
桜
と
あ
わ

せ
て
見
事
な
景
観
を
見
せ
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
、
西
脇
市
観
光
協
会
H
P
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨

H
P
）

●

西
脇
市
坂
本

6
7
5
-
6
8

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

西
林
寺

　
西
林
寺
は
、
白
雉
2
年
（
6
5
1
）
法
道
仙
人
が
開
い
た
と
さ
れ
る
古
刹
で
、
本
尊
の
十
一
面
観
音
立
像
は
藤
原
中
期
の
作
で

手
が
4
本
あ
る
と
い
う
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
境
内
に
は
高
浜
虚
子
を
は
じ
め
、
阿
波
野
青
畝
（
あ
わ
の
せ
い
ほ
）
ら
の
句

碑
、
富
田
砕
花
（
と
み
た
さ
い
か
）
の
歌
碑
な
ど
が
点
在
し
て
い
る
。

　
境
内
の
唐
子
ツ
バ
キ
は
樹
齢
2
0
0
年
以
上
と
さ
れ
る
古
木
で
、
例
年
3
月
頃
に
咲
く
花
は
濃
紅
色
の
一
重
で
あ
る
が
、
お
し

べ
が
花
弁
化
し
て
八
重
咲
き
の
よ
う
に
見
え
る
。
初
夏
に
は
約
1
0
万
本
の
ア
ジ
サ
イ
が
咲
く
「
都
麻
乃
郷
あ
じ
さ
い
園
」
が
あ

り
、
毎
年
6
月
中
旬
に
抹
茶
を
味
わ
い
な
が
ら
花
を
愛
で
る
風
流
な
「
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
る
。
秋
に
は
境
内
は
紅

葉
で
彩
ら
れ
、
野
点
茶
会
「
照
楓
会
」
が
催
さ
れ
る
な
ど
、
四
季
折
々
の
美
し
い
花
の
景
観
を
呈
し
て
い
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
、
西
脇
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
）

●
●

西
脇
市
坂
本
4
5
5
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

地
蔵
一
本
桜

　
地
蔵
一
本
桜
は
、
郷
瀬
町
の
杉
原
川
堤
防
沿
い
に
立
つ
桜
の
木
で
あ
り
、
西
脇
市
内
で
最
も
早
く
咲
く
サ
ク
ラ
と
し
て
有

名
で
あ
る
。
昔
か
ら
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
H
P
）

●

西
脇
市
郷
瀬
町

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
西
脇
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

経
緯
度
橋

　
西
脇
市
の
「
日
本
の
へ
そ
」
の
起
源
は
大
正
8
年
（
1
9
1
9
）
と
さ
れ
る
。
多
可
郡
で
行
わ
れ
た
小
学
校
教
師
の
研
修
会
で
、

講
師
と
し
て
招
か
れ
た
肥
後
盛
熊
氏
が
「
こ
こ
に
は
日
本
の
中
心
に
当
た
る
東
経
1
3
5
度
・
北
緯
3
5
度
の
交
差
点
が
あ
る
」

と
指
摘
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
大
正
1
3
年
（
1
9
2
4
）
に
経
緯
度
交
差
点
標
柱
が
、
旧
陸
軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部

の
計
測
に
基
づ
き
、
交
差
点
の
加
古
川
河
川
敷
に
建
立
さ
れ
た
。
そ
れ
以
来
、
市
内
で
は
「
緯
度
経
度
」
の
名
が
い
く
つ
か

の
施
設
な
ど
に
命
名
さ
れ
て
い
る
が
、
加
古
川
に
架
か
る
緯
度
経
度
橋
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
の
橋
か
ら
は
、
雄
大
な

加
古
川
の
流
れ
と
流
域
市
街
地
の
景
観
が
楽
し
め
る
視
点
場
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
）

●

西
脇
市
大
垣
内
、

上
比
延
町

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

西
光
寺
山

　
「
一
に
笠
形
、
二
に
西
光
寺
、
三
に
清
水
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
昔
か
ら
よ
く
知
ら
れ
た
市
内
最
高
峰
の
山
で
あ
る
。
シ
ダ
の

多
い
七
曲
り
を
ひ
と
し
き
り
登
る
と
、
御
宝
塔
に
あ
た
る
石
碑
の
他
、
石
門
、
こ
も
り
堂
な
ど
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
静

か
な
森
の
山
道
を
抜
け
る
と
小
さ
な
祠
の
あ
る
山
頂
に
達
す
る
。
東
半
分
が
く
ま
な
く
見
渡
せ
、
眼
下
に
広
が
る
田
園
風
景

は
印
象
的
で
あ
る
。
1
0
0
m
下
る
と
露
岩
に
出
る
。
前
方
が
開
け
雄
岡
山
、
そ
の
彼
方
に
明
石
海
峡
が
望
ま
れ
る
。
こ
の
稜

線
の
斜
面
一
帯
に
元
来
は
海
岸
性
の
植
物
で
あ
る
ウ
バ
メ
ガ
シ
群
落
（
植
生
北
限
）
が
見
ら
れ
る
。

（
出
典
：
ふ
る
さ
と
兵
庫
5
0
+
8
山
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
）
、
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
、
西
脇
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
）

●

西
脇
市
中
畑
町

ひ
ょ
う
ご
の
森
百

選
（
兵
庫
県
）

ふ
る
さ
と
兵
庫
５
０

＋
８
山
（
神
戸
新

聞
）

●

す
み
よ
し
桃
源
郷

　
す
み
よ
し
桃
源
郷
は
、
県
立
自
然
公
園
西
光
寺
山
の
麓
に
あ
り
、
畑
谷
川
の
源
に
広
が
る
自
然
豊
か
な
山
間
の
水
田
を

利
用
し
た
市
民
農
園
で
あ
る
。
き
れ
い
な
水
と
空
気
に
よ
っ
て
、
良
質
で
お
い
し
い
米
が
育
ま
れ
て
い
る
。
住
吉
の
町
民
一

丸
と
な
っ
て
運
営
に
取
組
ん
で
お
り
、
農
園
利
用
者
も
予
約
を
受
け
付
け
て
い
る
。
周
辺
に
は
見
所
が
多
く
、
ス
イ
レ
ン
池
が

農
園
の
管
理
棟
に
隣
接
し
て
あ
る
ほ
か
、
県
指
定
文
化
財
の
木
造
薬
師
如
来
坐
像
が
あ
る
大
通
寺
も
あ
り
、
歴
史
の
感
じ

ら
れ
る
土
地
で
新
た
な
農
地
景
観
が
創
出
さ
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
北
は
り
ま
ハ
イ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●
●

西
脇
市
住
吉
町

1
0
2
1

●

畑
谷
川
の
ホ
タ
ル

　
畑
谷
川
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
生
息
地
で
あ
る
。
6
月
に
は
、
ホ
タ
ル
が
舞
う
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
る
。
中
畑
工
場

公
園
で
は
「
ふ
る
さ
と
ホ
タ
ル
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
う
。

（
出
典
：
西
脇
市
観
光
協
会
H
P
）

●

西
脇
市
中
畑
町

コ
ヤ
ノ
美
術
館

　
コ
ヤ
ノ
美
術
館
は
、
旧
国
鉄
鍛
冶
屋
線
建
設
や
西
脇
商
業
銀
行
の
立
ち
上
げ
等
に
も
尽
力
し
た
と
い
う
豪
農
の
藤
井
滋

吉
邸
を
再
生
し
た
施
設
で
あ
る
。
約
3
,0
0
0
㎡
の
敷
地
に
、
明
治
2
3
年
（
1
8
9
0
）
に
建
築
さ
れ
た
主
屋
、
大
正
期
の
モ
ダ
ン
な

洋
館
、
 昭
和
初
期
の
宮
大
工
が
建
て
た
離
れ
、
土
蔵
が
並
び
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
建
築
物
を
一
堂
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
平
成
2
5
年
（
2
0
1
3
）
に
国
の
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
。
ま
た
、
館
内
各
所
に
は
古
美
術
品
や
 古
民
具
な
ど
、
館

長
・
小
谷
野
達
雄
の
蒐
集
品
を
展
示
し
て
い
る
。
集
落
景
観
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
建
造
物
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
、
西
脇
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
H
P
）

●

西
脇
市
市
原
町

1
3
9

●

旧
播
州
鉄
道
鍛
冶
屋
線

市
原
駅
記
念
館

　
市
原
駅
記
念
館
は
、
大
正
1
0
年
（
1
9
2
1
）
5
月
9
日
に
建
築
さ
れ
、
モ
ダ
ン
な
洋
館
風
駅
舎
で
あ
っ
た
当
時
の
市
原
駅
を
復

元
し
、
貴
重
な
資
料
や
記
録
を
展
示
し
て
い
る
。
播
州
鉄
道
は
明
治
4
3
年
（
1
9
1
0
）
1
1
月
1
日
に
加
古
川
流
域
の
運
輸
の
た

め
発
足
（
加
古
川
舟
運
の
高
瀬
舟
は
3
0
0
有
余
年
の
歴
史
を
閉
じ
た
）
。
そ
し
て
、
平
成
2
年
（
1
9
9
0
）
3
月
3
1
日
を
も
っ
て
、
鍛

冶
屋
線
（
野
村
～
鍛
冶
屋
間
1
3
.2
km
）
が
6
0
有
余
年
の
歴
史
を
閉
じ
た
が
、
旧
駅
舎
は
地
域
の
歴
史
を
物
語
る
景
観
資
源

と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
、
西
脇
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
H
P
）

●

西
脇
市
市
原
町

2
3
3
-
3

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

8
 

西脇市 - 8



北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
西
脇
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

西
仙
寺

　
本
堂
に
被
さ
る
よ
う
に
立
つ
イ
チ
ョ
ウ
の
大
木
が
印
象
的
な
西
仙
寺
は
、
白
雉
2
年
（
6
5
1
）
、
法
道
仙
人
が
開
基
し
た
寺
院

で
あ
り
、
孝
徳
天
皇
の
病
気
平
癒
の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
永
禄
年
間
（
1
5
5
8
～
）
に
別
所
長
治
が
本
堂
に
火
を
放
っ
た
時
、
イ
チ
ョ
ウ
の
大
木
が
水
を
吹
い
て
消
火
し
た
と
い
う
伝
説

が
あ
る
。
ま
た
、
姫
路
城
主
の
本
多
忠
刻
の
妻
・
千
姫
が
田
畑
を
寄
進
し
、
わ
が
子
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
信
仰
を
寄
せ
た

こ
と
な
ど
も
知
ら
れ
て
い
る
。
兵
庫
県
の
重
要
有
形
文
化
財
の
本
堂
横
に
は
、
市
の
文
化
財
で
あ
る
五
輪
塔
や
釈
迦
三
尊

板
碑
な
ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
地
域
の
歴
史
的
な
景
観
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
、
西
脇
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
）

●
●

西
脇
市
西
田
町

8
8

●

天
目
一
神
社

　
天
目
一
神
社
は
、
鍛
冶
、
鞴
（
ふ
い
ご
）
の
祖
神
で
あ
り
、
朝
鮮
系
の
神
と
い
わ
れ
る
天
目
一
命
（
あ
ま
の
ま
ひ
と
つ
の
み

こ
と
）
を
祀
っ
て
い
る
神
社
で
あ
る
。
播
磨
国
風
土
記
の
地
名
伝
承
か
ら
推
定
す
る
と
、
新
し
い
技
術
を
持
っ
た
渡
来
系
の
鍛

冶
集
団
が
、
在
来
の
農
耕
の
民
の
畏
敬
の
中
で
、
次
第
に
こ
の
地
に
定
着
し
た
と
思
わ
れ
る
。
近
隣
に
は
鍛
冶
と
の
関
係

の
深
い
地
名
が
多
く
、
鍛
冶
屋
、
金
蔵
山
、
吹
屋
場
な
ど
が
あ
る
。
当
神
社
の
1
2
月
に
行
わ
れ
る
鞴
（
ふ
い
ご
）
祭
は
、
古
く

か
ら
有
名
で
、
金
物
の
町
三
木
な
ど
か
ら
の
参
拝
者
が
多
く
、
だ
ん
じ
り
を
繰
り
出
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
る
。
地
域
の
産

業
の
歴
史
を
彷
彿
と
さ
せ
る
景
観
資
源
で
あ
る
。

（
出
典
：
兵
庫
歴
史
散
歩
（
歴
史
散
歩
刊
行
会
発
行
）
、
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
、
西
脇
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ

Ｐ
）

●

西
脇
市
大
木
町

6
4
8

●

岡
ノ
山
古
墳

　
岡
ノ
山
古
墳
は
、
岡
之
山
山
頂
に
築
か
れ
た
旧
多
可
郡
域
で
は
珍
し
い
前
方
後
円
墳
（
全
長
5
7
.6
m
の
柄
鏡
式
）
で
あ

る
。
埋
葬
主
体
は
不
明
で
あ
る
が
、
竪
穴
式
石
室
を
も
ち
、
古
墳
前
期
（
4
世
紀
代
）
の
築
造
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
日
本
へ

そ
公
園
内
か
ら
徒
歩
で
登
る
こ
と
が
で
き
、
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
景
観
資
源
で
あ
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
観
光
協
会
H
P
）

●
●

西
脇
市
上
比
延

町

日
本
へ
そ
公
園

　
「
日
本
の
へ
そ
」
は
、
東
経
1
3
5
度
（
子
午
線
）
、
北
緯
3
5
度
が
交
差
す
る
日
本
の
中
心
と
な
る
点
で
あ
り
、
郷
土
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
い
る
。
交
点
は
加
古
川
の
河
川
敷
に
位
置
し
、
大
正
1
2
年
（
1
9
2
3
）
に
建
立
さ
れ
た
交
点
を
示
す
標
柱
が
あ
る
。

　
日
本
へ
そ
公
園
は
、
こ
の
交
点
に
隣
接
す
る
岡
之
山
の
山
麓
に
建
設
さ
れ
た
。
同
地
は
、
多
可
八
景
の
「
岡
之
山
公
園
」

と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
景
勝
地
で
あ
る
。
岡
之
山
は
、
標
高
1
4
9
.7
ｍ
の
独
立
峰
で
、
そ
の
山
頂
に
は
西
脇
・
多
可
地
域
で

唯
一
の
前
方
後
円
墳
が
保
存
さ
れ
、
兵
庫
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
園
内
に
は
、
8
1
c
m
の
大
型
反
射
望
遠
鏡
を
持
つ
「
に
し
わ
き
経
緯
度
地
球
科
学
館
（
テ
ラ
・
ド
ー
ム
）
」
、
西
脇
市
出
身
の

画
家
横
尾
忠
則
氏
の
作
品
を
展
示
す
る
「
岡
之
山
美
術
館
」
、
「
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
「
宇
宙
っ
子
ラ
ン
ド
」
に

は
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
「
ジ
ャ
ン
ボ
す
べ
り
台
」
や
「
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
」
が
あ
り
、
地
域
の
新
し
い
景
観
資
源
と
な
っ
て

い
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
、
西
脇
市
観
光
協
会
H
P
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨

H
P
）

●

西
脇
市
上
比
延

町
3
3
4
-
2

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

岡
之
山
美
術
館

　
岡
之
山
美
術
館
は
、
西
脇
市
出
身
で
革
新
的
で
独
自
の
世
界
観
を
貫
く
世
界
的
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
横
尾
忠
則
さ
ん
の
作
品
を

収
蔵
・
展
示
す
る
美
術
館
と
し
て
、
昭
和
5
9
（
1
9
8
4
）
年
に
開
館
し
た
。
列
車
風
の
建
物
は
、
世
界
的
建
築
家
、
磯
崎
新
氏
の

設
計
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
観
光
協
会
H
P
）

●

西
脇
市
上
比
延

町
○

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

9
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
西
脇
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

に
し
わ
き
経
緯
度
地
球
科

学
館
(テ
ラ
ド
ー
ム
)

　
に
し
わ
き
経
緯
度
地
球
科
学
館
は
、
経
緯
度
・
地
球
・
宇
宙
を
テ
ー
マ
に
し
た
科
学
館
で
あ
る
。
地
球
や
宇
宙
の
姿
を
映

す
映
像
ホ
ー
ル
や
、
国
内
最
大
級
の
8
1
c
m
大
型
反
射
望
遠
鏡
を
備
え
た
天
文
台
な
ど
が
あ
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
観
光
協
会
H
P
）

●

西
脇
市
上
比
延

町
○

日
本
の
へ
そ
標
柱
、
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト

　
経
緯
度
交
差
点
標
柱
は
、
大
正
1
3
年
（
1
9
2
4
）
1
月
に
旧
陸
軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
の
計
測
に
基
づ
き
、
交
差
点
の

加
古
川
河
川
敷
に
建
立
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
国
土
地
理
院
の
協
力
で
行
っ
た
「
平
成
の
地
球
大
測
量
」
の
も
と
、
ア
メ
リ
カ
が
打
ち
上
げ
た
人
工
衛
星
の
軌
道

情
報
を
分
析
し
、
経
緯
度
を
求
め
る
G
P
S
測
量
に
よ
り
交
差
点
の
位
置
が
正
確
に
測
量
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
大
正
時
代

に
測
量
し
た
「
日
本
の
へ
そ
」
か
ら
、
東
南
約
4
0
0
ｍ
の
岡
之
山
中
腹
の
位
置
に
「
も
う
ひ
と
つ
の
へ
そ
」
が
発
見
さ
れ
、
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
建
て
ら
れ
た
。

　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
デ
ザ
イ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
建
築
家
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ベ
ル
ジ
ェ
氏
に
よ
る
も
の
で
、
槍
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
高
さ
2
5
.3
ｍ
の
4
本
の
柱
が
四
角
形
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
柱
で
囲
ま
れ
た
部
分
に
は
2
1
.1
ｍ
の
正
方
形
の
庭
園
部
分

が
あ
る
。
こ
の
庭
園
部
分
に
、
4
つ
に
区
切
る
チ
タ
ン
製
の
ラ
イ
ン
が
あ
り
、
東
経
1
3
5
度
と
北
緯
3
5
度
の
交
差
点
が
示
さ
れ

て
お
り
、
緯
度
経
度
が
お
お
く
の
人
に
目
に
見
え
る
形
で
整
備
さ
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
、
西
脇
市
観
光
協
会
H
P
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨

H
P
）

●

西
脇
市
上
比
延

町
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

飛
田
安
兵
衛
顕
彰
碑

　
日
本
へ
そ
公
園
内
に
、
播
州
織
の
始
祖
で
あ
る
飛
田
安
兵
衛
（
ひ
だ
や
す
べ
え
）
の
功
績
を
た
た
え
る
「
飛
田
安
兵
衛
翁

顕
彰
碑
」
が
あ
る
。
市
内
を
見
渡
す
小
高
い
丘
に
あ
る
顕
彰
碑
は
、
大
正
6
年
（
1
9
1
7
）
に
「
播
州
織
同
業
組
合
」
が
安
兵
衛

の
没
後
1
0
0
年
を
記
念
し
て
建
立
し
た
も
の
で
、
題
字
を
当
時
の
内
務
大
臣
後
藤
新
平
が
、
碑
文
を
農
学
者
の
新
渡
戸
稲

造
が
撰
文
し
、
新
渡
戸
の
教
え
子
で
内
務
省
の
役
人
だ
っ
た
前
田
多
聞
（
の
ち
に
文
部
大
臣
）
が
揮
毫
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
碑
文
末
尾
に
は
、
「
里
人
は
君
が
勲
（
い
さ
を
）
を
珍
機
（
う
づ
は
た
）
の
撚
糸
（
よ
り
い
と
）
長
く
身
に
ま
と
ふ
ら
む
」
と
、

里
人
が
安
兵
衛
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
盛
り
込
ん
だ
和
歌
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
「
岡
の
山
ま
つ
り
」
の
正
式
名
称
は
「
飛
田
安
兵
衛
翁
顕
彰
祭
」
で
、
京
都
・
西
陣
か
ら
織
物
の
技
術
を
導
入
し
、
西
脇
市

の
地
場
産
業
で
あ
る
播
州
織
の
織
機
を
つ
く
り
、
そ
の
礎
を
築
い
た
地
元
の
宮
大
工
・
飛
田
安
兵
衛
翁
の
偉
業
を
た
た
え
る

お
祭
り
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
）

●

西
脇
市
上
比
延

町
3
3
4
-
2

●

え
え
ま
ち
比
也
野
里

　
え
え
ま
ち
比
也
野
里
は
、
西
脇
市
内
で
も
特
に
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
む
比
延
地
区
に
お
い
て
、
｢人
つ
な
が
り
未
来
へ

つ
な
げ
る
比
也
野
里
づ
く
り
｣を
テ
ー
マ
と
し
て
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
団
体
で
あ
る
。
1
0
 年
先
を
見
据
え
て
策
定
し

た
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
従
い
、
移
動
販
売
車
に
よ
る
、
地
域
の
見
守
り
を
兼
ね
た
惣
菜
や
日
用
品
等
の
移
動
販
売
等
を
実

施
。
ま
た
、
地
域
の
特
産
品
で
あ
る
高
嶋
た
け
の
こ
を
守
る
た
め
、
竹
林
の
整
備
や
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
導
入
に
も
取
り
組

み
、
自
主
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
。

　
第
1
7
回
「
人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
賞
」
ま
ち
づ
く
り
活
動
部
門
　
奨
励
賞
　
受
賞

（
出
典
：
兵
庫
県
H
P
）

●

西
脇
市
（
比
延
地

区
）

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

1
0
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
西
脇
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

ガ
ー
デ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

夢
う
さ
ぎ

　
ガ
ー
デ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
花
う
さ
ぎ
は
、
野
間
川
と
並
行
す
る
県
道
沿
い
の
花
壇
等
で
ア
ド
プ
ト
制
度
に
よ
る
管
理
を
行
う

団
体
で
、
地
区
全
戸
、
市
内
学
校
等
へ
の
花
苗
の
配
給
、
さ
し
芽
の
実
習
、
ま
た
河
川
公
園
の
整
備
事
業
へ
の
参
画
等
、

景
観
向
上
や
地
域
交
流
と
と
も
に
、
行
政
と
協
働
し
た
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

　
第
1
3
回
「
人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
賞
」
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
部
門
　
奨
励
賞
に
受
賞
（
兵
庫
県
）
し
、
花
の
景
観
づ
く
り

に
寄
与
し
て
い
る
。

（
出
典
：
兵
庫
県
H
P
、
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
）

●

西
脇
市
（
芳
田
地

区
）

●

西
脇
で
あ
い
の
里

　
西
脇
で
あ
い
の
里
の
里
山
林
は
、
尾
根
部
の
ア
カ
マ
ツ
林
、
中
腹
の
コ
ナ
ラ
林
、
谷
部
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
林
か
ら
な
っ
て
い

る
。
ア
カ
マ
ツ
林
で
は
様
々
な
種
類
の
ツ
ツ
ジ
が
見
ら
れ
る
。
花
木
や
草
花
、
昆
虫
な
ど
、
多
く
の
動
植
物
が
生
育
し
て
お

り
、
自
然
界
で
生
活
し
て
い
る
様
々
な
生
き
物
に
出
会
え
、
楽
し
み
な
が
ら
自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
里
山
林
内
に
は
、
休
憩
所
（
あ
ず
ま
や
）
や
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
あ
り
、
尾
根
の
散
策
路
か
ら
は
西
脇
馬
事
公
苑
を
展

望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
木
谷
山
キ
ャ
ン
プ
場
の
近
く
に
は
、
タ
ラ
ノ
キ
・
ク
サ
イ
チ
ゴ
群
集
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
コ
ナ
ラ

林
を
伐
採
し
た
後
に
再
生
し
た
森
で
あ
り
、
か
つ
て
は
こ
こ
で
薪
や
キ
ノ
コ
な
ど
を
採
取
し
た
よ
う
で
あ
る
。
出
会
ふ
れ
あ
い

農
園
で
は
、
秋
に
は
栗
狩
り
が
楽
し
め
る
な
ど
、
西
脇
市
の
里
山
景
観
を
楽
し
め
る
。

（
出
典
：
里
山
の
自
然
を
学
ぼ
う
～
兵
庫
の
里
山
探
訪
ガ
イ
ド
～
（
(社
)兵
庫
県
森
と
緑
の
公
社
発
行
）
、
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
、
西

脇
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
北
は
り
ま
ハ
イ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
）

●

西
脇
市
合
山
町

ひ
ょ
う
ご
の
森
百

選
（
兵
庫
県
）

●

六
所
神
社

　
六
所
神
社
の
創
祀
は
不
明
で
あ
る
が
、
慶
長
年
間
（
1
5
9
6
~
1
6
1
5
）
に
は
池
田
輝
政
が
崇
敬
し
、
そ
の
後
、
浅
野
内
匠
頭

の
領
地
と
な
っ
て
浅
野
家
の
崇
敬
も
あ
っ
た
。
現
在
の
本
殿
は
、
文
政
4
年
（
1
8
2
1
）
の
建
立
と
考
え
ら
れ
、
規
模
の
大
き
な

三
間
社
流
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
境
内
に
は
、
西
脇
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
樹
齢
3
0
0
年
以
上
の
フ
ジ
の
大
木
が
あ
る
。
枝
は
地
上
5
m
付
近
で

大
き
く
2
本
に
分
か
れ
、
イ
チ
ョ
ウ
と
ケ
ヤ
キ
を
支
柱
に
し
て
4
0
m
以
上
に
の
び
て
お
り
、
5
月
上
旬
に
は
約
4
0
c
m
の
見
事
な

花
房
を
つ
け
る
。

　
ま
た
、
本
殿
東
側
の
薬
師
堂
境
内
に
は
鎌
倉
時
代
中
期
の
弘
安
8
年
（
1
2
8
5
）
造
立
の
県
内
最
古
の
石
造
宝
篋
印
塔
が

あ
り
、
市
指
定
の
文
化
財
で
あ
る
。
花
と
歴
史
文
化
の
景
観
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
、
西
脇
市
観
光
協
会
H
P
)

●
●

西
脇
市
明
楽
寺

町
1
0
1
4

●

き
つ
ね
塚
古
墳

　
き
つ
ね
塚
古
墳
は
、
古
墳
時
代
後
期
の
7
世
紀
末
～
8
世
紀
初
頭
、
丘
陵
斜
面
に
築
造
さ
れ
た
小
豪
族
の
墓
と
い
わ
れ
て

い
る
。
直
径
1
1
m
、
高
さ
2
.5
m
ほ
ど
の
円
墳
で
あ
り
、
全
長
7
.9
ｍ
の
片
袖
式
の
横
穴
式
石
室
を
も
ち
、
中
に
は
6
石
か
ら
な
る

組
合
せ
式
の
家
型
石
棺
（
長
さ
1
.6
7
ｍ
、
高
さ
幅
共
に
0
.8
1
ｍ
）
が
あ
る
。
横
穴
式
石
室
内
に
は
流
紋
岩
質
凝
灰
岩
製
の
組

合
式
家
形
石
棺
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
石
棺
の
蓋
石
は
頂
上
の
平
坦
面
の
幅
が
広
く
、
縄
掛
け
突
起
も
無
い
た
め
家
型
石

棺
の
最
終
段
階
に
属
す
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
地
元
住
民
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た
と
き
に
は
、
棺
内
に
は
2
体
の
人
骨
と

副
葬
品
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
古
代
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
景
観
資
源
で
あ
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
、
西
脇
市
観
光
協
会
H
P
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

西
脇
市
明
楽
寺

町
1
4

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

1
1
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
西
脇
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

長
明
寺

　
長
明
寺
は
、
白
雉
2
年
（
6
5
1
）
に
法
道
仙
人
が
開
基
し
た
と
伝
わ
る
古
刹
で
あ
る
。
円
心
に
始
ま
り
四
代
続
い
た
名
門
赤

松
惣
領
家
が
断
絶
し
た
嘉
吉
の
乱
（
1
4
4
1
）
で
本
堂
は
焼
失
し
た
が
、
宝
光
院
、
宝
仙
院
、
仲
正
院
や
坊
屋
敷
跡
に
往
時
を

偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
境
内
に
は
、
平
家
物
語
に
鵺
（
ぬ
え
）
と
呼
ば
れ
る
妖
怪
退
治
で
登
場
す
る
平
安
時
代
末
期
の
武
将
で
歌
人
、
源
三
位

（
げ
ん
さ
ん
み
）
頼
政
公
の
墓
碑
や
鵺
退
治
を
再
現
し
た
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
あ
る
。
ま
た
、
歌
人
で
あ
る
源
頼
政
公
に
ち
な
ん
で

歌
碑
の
道
が
作
ら
れ
る
な
ど
、
公
の
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
毎
年
4
月
2
9
日
に
は
頼
政
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
弓

矢
の
演
舞
や
詩
吟
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

　
境
内
山
林
に
は
、
文
政
7
年
（
1
8
2
4
）
に
四
国
八
十
八
箇
所
が
開
創
さ
れ
、
瀬
戸
内
海
や
満
濃
池
に
な
ぞ
ら
え
て
池
を
配

し
、
山
あ
り
谷
あ
り
、
小
川
の
ほ
と
り
の
断
崖
に
は
磨
崖
仏
も
彫
ら
れ
、
変
化
に
富
ん
だ
景
勝
の
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
落

ち
着
い
た
佇
ま
い
の
中
、
平
安
か
ら
伝
わ
る
悠
久
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
景
観
を
有
す
る
寺
院
で
あ
る
。

（
出
典
：
西
脇
市
Ｈ
Ｐ
、
西
脇
市
観
光
協
会
H
P
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●
●

西
脇
市
高
松
町

6
0
0

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

1
2
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